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去る9月１7日、保護観察所１

階会議室で「社明作文コンテスト」

の第一次審査会が開催された。 

午前１０時、乾犯罪予防担当副

会長、玉井犯罪予防部会長をはじ

め、各支部より4名の審査を担当

する保護司並びに更生保護女性会

より２名の会員計２０名が参集。 

今年の応募総数は１０２５点。

この中から優秀作だけが、２次審

査のため県へ送られます。 

小西会長の挨拶の後いよいよ作

業スタート。後は、一人ひとり真

剣に作文と向かい合う。そして、

ひたすら読む､読む、読む。時々と

なりの人とも相談し、またグルー 

 

  

 

作文コンテスト一次審査会   開催さる。 

 

 

行 事 予 定 掲 示 板 

●平成 25 年度 
和歌山県更生保護功労者顕彰式 
 
・日 時：Ｈ25 年 10 月 29 日（火） 

・場 所：ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ和歌山 6Ｆ 
 
●東支部県外研修 

・日 時：Ｈ25 年 10 月 11～12 日 

・場 所：松江刑務所 
 
●西支部県外研修 

・日 時：Ｈ25 年 10 月８日 

・場 所：京都刑務所 
 
●北支部県外研修 

・日 時：Ｈ25 年 11 月 22～23 日 

・場 所：播磨社会復帰促進ｾﾝﾀｰ 

 

お知らせ： 

この号より更生保護サポート

センターだよりを「サポセン

和歌山」と改称し、紙面サイ

ズもＡ４・横書きとします。 

ご了承ください。 



 

第 1部は「児童虐待の実情と子どもシェルターの必要性」についての基調講演 

第４１回和歌山県更生保護女性会・ブロック別研修会 

中央ブロック研修に 204 名が参加！ 
。 

去る８月３０日、和歌山市中央

コミュニティセンターに於いて第

４１回和歌山県更生保護女性会中

央ブロック研修会が第4分会の担

当で開催された。 

参加者は20４名、来賓として

大橋市長、小西和歌山保護司会会

長、 

小林保護観察所長、庖刀近畿更生

保護女性連盟会長、小林京都府更

生保護女性連盟副会長会ら9名。 

午前10時 30分、和歌山市更

生保護女性会第4分会・山裾会長

の「開会の言葉」で開会。 

午前中は、弁護士・ＮＰＯ法人

子どもセンター”るーも”の中川

利彦先生による「児童虐待」をテ

ーマとした講演。分かりやすく、

今後の活動の参考となるお話で、

出席者はメモを取りながら熱心に

聞き入っていた。 

午後からは、意見発表と全体討

議に。３時の終了まで、熱心な質

疑応答と助言、終始熱のこもった 

 

 
 

①分科会風景 

 議 長：第３分会会長 

      井本マチ子 

 副議長：第６分会会長 

      高 松 陽 子          

 助言者：保護観察官 

      小 田 千 穂 

     県更女連盟会長 

      石 谷 秀 子 

②発表者の３人。共に立派な

発表でした・・・。 

③会場いっぱいの参加者 

 カメラに気づき「にっこり」

よそ見はだめですよ 

④親しみやすく、ソフトな口調で 

話される中川利彦先生  

 

第 41回ブロック別研修会の 

テーマと発表者 
 

主題：更生保護ボランティアとし

て活動を一層充実させるために 

副題： 

①会員の確保につとめ組織の充実を 

      第９分会・多部 幸子 

②地域との連帯、共同活動への推進 

      第１分会・広岡 洋子 

③更生保護関係施設への支援活動に 

 ついて  第２分会・田林 和子 

 ① 

 

① 

② 

③ ④ 

10 月 19 日・端正会前庭 

午前9時 30分～12時まで 

③ 

研修会であった。 


